
り大村市政だよ

会'

昭和39年 2月10日

市民のみなさんへお願い 1 
旧軍隊の銃砲弾をもてあそんだた!

め、一人が克亡し三人が負傷する!

という事件が大村中学校でありま i
した。 各家庭では十分注意し!

て、もし危険物を発見した場合は j
すぐに警察へ届け出てください。 ! 
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ま

一

ル

で

流

も

ク

が

聞

の

/

一

い

る

フ

の

に

る

ワ

う

週

。

る
'

ス
ク
で
も
防
，
く
こ
と
が
で
き
ま
栄
養
価
め
た
か
い
食
物
を
ほ
を
す
る
こ
と
が
大
切
左
わ
け
で

一

ザ

て

あ

ン

も

市

す

o
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よ

二

ん

き

せ

ん

の
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ス

ク

の

効

果

を

過

芝

よ

く

適

量
に
た
べ
る
こ
と
で
す
。
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ハ
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の

イ
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す

に
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か

せ

で

一

シ
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内

果

ょ

に

ま

防

で

閉

ま

防

信

し
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は

い
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に

も

イ

シ

フ
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エ

ン

ザ

一

二

流

県

結

に

が

れ

れ

予

b

週

き

予

『

一

エ

が

般

た

ス

た

こ

わ

の

よ

一

で

ば

健

康

在

人

カ

や

た

ら

に

マ

ス

特

K
ピ
タ
ミ
シ

C
が
不
足
す
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
で
き
る

ル

ゼ

先

し

ル

し

も

思

ザ

に

も

は

れ

ク

を

掛

け

る

と

の

ど

が

弱

く

な

る

と

か

か

b
や
す
い
と
い
わ
れ
だ
け
早
く
匿
師
に
か
か

b
、
静

ノ

カ

は

査

一

士

ゼ

と

ン

な

て

疫

す

〈

フ

団

部

調

ピ

し

カ

か

ヱ

が

し

免

う

?

h

y

抵
抗
力
カ
へ

b
、
か
え
っ
て
ま
す
。
ふ
だ
ん
よ
り
多
く
果
物
か
に
療
養
し

τく
だ
さ
い
。

/

集

生

を

型

表

る

い

ル

種

を

ば

と

か

良

く

あ

b
ま
せ
ん

の
で
注
意
が
や
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
大
切
安
静
は
病
気
を
う
っ
き
左
い

ン

の

衛

域

B

発
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な

フ

接

種

れ

は

う

性

県

地

ザ

と

で

は

ン

の

接

け

で
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切

で
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た
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る

し
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p

防
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し

-
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部

エ

あ

行

の

チ

予

し

そ

で

「
予
防
は
治
療
に
ま
さ
る
」
正
し
い

と

い

う

こ

と

ば

が

あ

り

ま

す

。
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育

・
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す

う
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保

温

に

注

意
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て

く

だ

さ
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病

気

に
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っ

て

か

ら

い

ろ

い

ろ

マ

ス

ク

の

使

い

方

手

当

を

す

る

よ

り

予

防

に

っ

と

〔

ワ

ガ

イ

〕

昨

年

十

二

月

末

か

ら

一

一

月

四

十

ワ

ッ

ト

で

五

十

セ

ン

チ

以

め
る
方
が
賢
明
左
わ
け
で
す
。
外
か
ら
帰
っ
た
と
き
や
食
事
日
ま
で
に
市
内
で
六
件
の
火
災
上
と
す
る
こ
と
。

イ
フ
ル
エ
ン
ザ
の
の
前
後
、
寝
る
前
な
ど
に
行
な
が
あ
り
ま
し
た
が
、
モ
の
内
四
③
電
球
党
に
は
磁
器
製
ソ
ケ
ツ

流

行

し

て

い

る

と

き

い

ま

す

o

件
ま
で
が
別
表
の
よ
う
に
仔
豚
ト
を
用
い
固
定
す
る
こ
と
。

飼
育
、
育
す
う
の
保
温
過
熱
に
④
煉
炭
や
木
炭
な
ど
を
使
用
す

①
過
労
や
不
掃
生
を
さ
け
、
休
ク
ガ
イ
は
水
、
番
茶
、
食
塩

も

の

で

す

。

る

と

き

は

七

輸

な

ど

を

も

え

養
を
と
り
、
栄
養
に
注
意
し
水
、
棚
酸
水
左

E
、
ど
れ
で
も

つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
や
す
い
も
の
か
ら
十
分
は
左

ふ
だ
ん
か
ら
H

ひ
ふ
H

を
鍛
か
ま
い
ま
せ
ん
か
ら
、
の
ど
の

て
安
全
な
方
法
を
と
っ
て
く
だ
し
て
治
く
こ
と
。
と
く
に
わ

練
し
て
体
の
抵
抗
力
を
強
め
奥
の
方
を
洗
う
と
い
う
気
持
で

ら
に
気
を
つ
け
る
こ
と
。

て

お

き

ま

す

。

行

な

っ

て

く

だ

さ

い

。

①
自
分
で
配
線
な
ど
せ
十
専
門
⑤
飼
育
や
育
す
う
を
行
怠
う
保

②
ビ
ー
ル
ス
の
出
入
口
は
口
と
ハ
マ
ス
グ
〕

v

家
に
見
て
も
ら
い
、
安
全
左
温
箱
は
密
閉
し
な
い
こ
と
。

鼻
に
限
ら
れ
て
い
ま
ず
か
ら
患
者
が
セ
キ
や
ク
シ
ャ
ミ
を

保
温
設
備
を
す
る
こ
と
。
⑥
時
聞
を
定
め
て
保
温
状
況
を

ワ
ガ
イ
を
励
行
し
、
か
か
っ
し
た
と
き
吐
き
だ
す
飛
沫
を
防

②
普
通
の
裸
電
球
を
用
い
な
い
点
検
し
、
過
熱
し
な
い
よ
う

た
ら
マ
ス
ク
を
か
け
、
他
人
ぐ
た
め
に
、
患
者
に
近
十
く
と

に
温
度
の
調
整
を
す
る
こ
と

の
近
く
で
ク

V
ャ
ミ
や
セ
キ
き
、
郡
衆
の
中
に
入
る
と
き
、

保
温
肘
電
球
の
場
合
の
床
と
と
く
に
夜
間
の
点
検
を
お
こ

を
し
た

b
、
ツ
パ
、
タ
V
J

を
風
が
強
く
ほ
こ
り
の
激
し
い
と

の
距
離
は
百
'二
十
五
ワ
ッ
ト
た
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

吐
か
な
い
，よ
う
に
心
が
け
ま
き
な
，ど
に
清
潔
注
マ
ス
ク
を
か

で
三
十
五
セ
シ
チ
、
二
百
五

し

よ

う

。

け

ま

す

。

O 

ハ
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
V

O 

.~. 

(別表)• 

日 時 |場所 |原因 |種 害

38年1z月31日1附 O分 |福重 |鶴塁 |仔豚飼育 軽 徴

39年 1月 88Z3時40分 I" 向上 同 上 約 400万円

3.9年 2月 1日1附 O分 |松原 保煉温用炭 育すう l軽 徴

39年 2月 4日附1分|萱瀬 |集温良l同

仔豚飼育・育すうの保温過熱による火災



大 村 市 政 だ よ

四

時

ま

で

。

-

マ
申
込
資
格

市
民
一

般
成
人
一

で
初
心
者
を
対
象
と
し
ま
す
一

す
の
で
才
四
十
回
の
成
人
講

マ
申
込
締
切

二
月
二
十
五
日
一

座
と
し
て
再
び
開
き
ま
す
。
定
員
五
十
名
に
達
し
た
場
合
一

い
そ
い
で
申
し
込
み
く
だ
さ
は
先
着
順
で
打
ち
切
り
ま
す
一

ぃ

。

マ

申

込

先

中

央
公
民
館
事
務
一

マ

科

目

手

芸

室

ωア
ブ
ガ

ν
編
の
マ
フ
ラ
ー
及
マ

受

講

料

不

要

-

マ
講

師

天

本

ま
さ
え
先
生

友
お
修
了
生
に
は
修
了
証
書

を
援
与
し
ま
す
。

、、.，
J

aq'』
r'E

、

問
問
問
国

o
s
-
-
r
a
s
e
開
問
阿
国

o
s
l
r
a
s
e

月
二
十
日
ま
で
に
教
育
委
員
会

か
長
崎
県
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
推

進
協
議
会

〈
長
崎
市
江
戸
町
二

三
十
九
年
度
も
長
崎
県
ラ
ジ
番
十
三
号
〉
ヘ
テ
キ
ス
ト
代
を

オ
農
業
学
校
が
聞
か
れ
ま
す
。
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
の
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
は
目
テ
キ
ス
ト
代

夜
農
業
の
近
代
化
の
た
め
に
活
基
礎
編

躍
し
て
烏
ら
れ
る
農
村
青
少
年

応
用
編

の
方
達
に
近
代
的
危
農
業
経
営

を
担

っ
て
い
く
た
め
に
必
要
注

農
業
知
識
、
経
営
感
覚
を
養
な

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

知
識
と
技
術
を
あ
た
え
る

ラ
ジ
オ
農
業
学
校

昭和H年 4月a日第三種郵便物認可

学
習
の
期
間
と
時
間

四
月

一
日
か
ら

一
年
間
、
毎

日
午
前
六
時
四
十
分
か
ら
十
五

，

分
間
と
、
午
後
七
時
十
五
分
か

ら
十
五
分
間
で
す
。

入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
二

r-ー・・・・圃圃・-圃ーーーー--ー・・ーーーー・圃圃

ωス
イ
シ

グ
刺
し
ゅ
う
の
マ
プ

ラ
1
及
び

ν
ョ

1
ル

ωモ
チ
l
ブ
つ
な
ぎ
の
茶
羽
織

ω春
の
レ

1
ス
編
の
シ
ョ
ー
ル

ω帽
子
各
種

一
月
三
十
日

に
開
講
し
た
手
似
ピ

l
ズ
の
袋
物

公
民
館
、
各
種
団
体
、
職
場

芸
の
成
人
講
座
の
申
込
み
が
マ

教
室

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

在
ど
に

お
け
る
レ
ク
レ

l
シ
・ョ

多
く
申
込
み
期
限
前
に
定
員
マ
期
間
と
時

間

二

月
二
十
七

シ
を
奨
励
し
普
及
す
る
た
め
に

の
二
倍
以
上
に
な
り
ま
し
た
日
か
ら
三
月
二
十
六
日
ま
で

実
技
の
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。
支
度
資
金
の
貸
付

そ
こ
で
才
二
次
の
手
芸
講
座

の
毎
週
木
曜
日

参
加
は
自
由
で
す
が
、

公
民

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

を
開
く
よ
う
要
望
が
あ
り
ま
時
間

ι午
後
一
時
か
ら
午
後

館
、
職
場
左
E
の
レ
ク
レ

l

v

は
本
年
三
月
中
学
を
卒
業
し

就

償

却

資
産
を
持
っ
て
お
ら
れ

ョ
ン
担
当
者
は
是
非
参
加
し
て
職
す
る
方
陀
支
度
資
金
を
貸
し
る
方
は
毎
年
一
月
一
日
現
在
で

く
だ
さ
い
E

付
け
ま
す
。
最
高
限
度
は
五
千
市
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

マ
日
時

‘

円
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
近
く
左
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
@

一
一
月
十
六
日
(
日
曜
日
)

の

民

生

委
員

へ
二
月
一
一
十
五
日
ま
だ
申
告
し
て
お
ら
れ
左
い

九
時
か
ら
四
時
ま

で

ま

で

に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
方
が
あ

b
ま
し
た
ら
、

早
く
申

マ

場

所

借

る

こ

と

の

で

き

る

人

は

低

告

を

す

ま

せ

て

く

だ

さ

い

。

鈴

田

中

学

校

体

育

館

所

得

者

と
な
っ
て
お

b
ま
す
が

申
告
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

竹
松
神
社
会
館

生
活
保
護
者
に
は
貸
付
が
で
き
こ
と
は
税
務
課
に
お
た
十
ね
く

マ

内

容

な

い

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

だ

さ

い

。

百
二
十
円

百
五
十
円

び
V
ョ

l
ル

二
回
目
の
手
芸
講
座
を

開
き
ま
す

ー早く出してくださいミ

ねずみ退治の報告

1月25日か らz7日までの

3日聞を 「市内一斉にねすま

みの駆除を行たう日」とき

め、 薬剤 を各戸K配布して

協力をお願いいたしました

が、 結果は如何でしたでし

ょうか。

市の保険衛生課ではその

結果を集計するため、 2月

1 U日までに薬剤 と一緒に配

付したチラシの下の部分の

殺鼠成績報告書に各家庭で

の成積を記入 して町務連絡

委員を通じて報告していた

だくことにしています。

期限 もすでにすぎ、ており

ますので、まだ提出してお

られない方がありましたら

早く報告 してください。

z昭和39年2月10日

4 

レ
ク
レ
i
シ
ヨ
ン
の

実
技
講
習
会

園己ヨC~緬.~置

今月は市県民税の第 f期分と
毎号h 昌.....，肩車..，........ 

国民健康保険税の 1月分を納め

る月ですo

市民のみなさん、忘れずに早

めに納めてください.
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身
体
障
害
者
の
方
ヘ

マ
身
体
障
害
者
手
帳
の
更
新
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十

九
年
九
月
一
日
以
前
に
交
付

を
受
け
た
方
は
手
帳
の
更
新

を
し
・
注
げ
れ
ば
を
ら
左
い
こ

と
に
在
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
人
は
写
真
と
手
帳
を
持
つ

ゲ
l
ム
、
民
謡
、
民
踊
、
フ
て
福
祉
事
務
所
で
手
続
き
を

オ
1
ク
ダ
ン
ス
、
体
操
、
軽
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
、
歌
唱
の
実
習

マ
更
生
指
導
所
入
所
受
付
の
締

マ
申
込
期
日

と
場
所

切
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。
希

一一
月
十
五
日
ま
で
に
教
育
委
望
さ
れ
る
方
は
至
急
福
祉
事

員
会
社
会
教
育
課

へ

。

務

所

に

申

し

込

み

く

だ

さ

い

な
お
、
実
技
が
し
や
す
い
服

装
で
、
タ
オ
ル
と
弁
当
を
各

自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

必


